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作成；17/10/13 岩間 

＊接ぎ木のポイント； 

 接ぎ木のための道具は、ナイフ、剪定鋏、接ぎテープ、接ぎ穂調整用台、クーラー、など簡

単な道具で実施可能です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活着を良くするためには切れ味の良いナイフが必要です。 

次いで、実際に接ぎ木を始める時には、穂の調整、台木への切り込み入れを十分練習してから

行うことが必要です。 

 

＊「居接ぎ」  台木を植えたままで接ぐ 

＊「揚げ接ぎ」 台木を掘りあげて接ぐ 

 

１． 枝接ぎ/切り接ぎ 

＊切り接ぎの特色； 

１．地際部に接ぎ木できる。 

２．接ぎ穂が長期間保存できる。 

３．「居接ぎ」よりも活着が劣るが、「揚げ接ぎ」も可能である。 
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２．芽接ぎ（剥ぎ接ぎ） 

＊芽接ぎの特色； 

１．接ぎ木部位が高くなる。（苗木を定植した場合、台木の枝が伸びやすい。 定植は接ぎ木部

分を地中に埋める。 穂の自根を出させると親和性が悪い場合でも良く成長できる。） 

２．出来るだけ台木の近くに接ぎ穂の親木があると良い。 

３．切り接ぎより作業効率が良い。 

４．切り接ぎより活着率が良い。 

５．活着したかどうかの判定が早い。（活着しないものは10日程度で葉柄が変色・脱落する。） 

６．失敗しても翌年の春には「切り接ぎ」の台木として利用できる。 

 

＊時期は枝が固まって来た9月上旬です。 

＊接ぎ穂は接ぎ木直前の採捕が良く、親木が近くにあつと良い。採取した穂は切り口を水に浸

し、クーラーなどで保管します。 

＊台木の大きさは切り接ぎと同じです。（当年生～1年生位） 

 

 

＊接ぎ方は次のとおりです。 

１．接ぐのに邪魔な台木の枝、葉、ゴミなどを取り除く。 

２．穂の中から接ぐ芽（充実した芽）を決め、その葉芽を切除する。 

  葉柄は約5mm残して切除する。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 芽は上から下に、ナイフで長さ約３cm剥ぐ。この場合、内側に木質部、外側に芽・葉柄

を付けて切断面を平面にする。 

芽の真下は固いので注意してナイフを動かす。 

切り取った芽を口にくわえる。 
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４． 台木の地際部に（下から約 5cm 位）接ぎ芽よりやや大き目に平面となるようナイフで

切れ込みを入れる。 

 

 

５．切れ込みの外側上部２/３をナイフで切除する。 
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６．台木の切れ込みの中に剥いだ芽を挿入する。 

 

 

７．台木と接ぎ芽の形成層を合わせる。 

８．接ぎテープで芽・葉柄を出して巻き込む。（隙間がないように） 
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＊接ぎ木後の管理； 

１．翌春、接木が成功していれば、接ぎ芽を残して台木の芽を除去する。 

２．接ぎ芽から伸び出した枝が長くなれば、接ぎ芽の上部の台木を剪定鋏で切除し、伸びた枝

は台木からの剥離を防ぐために支柱で支える。 

 

 

 

 

 

 

以上 


